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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第３四半期連結
累計期間

第92期
第３四半期連結

累計期間
第91期

会計期間

自 平成25年
　 ４月１日
至 平成25年
　 12月31日

自 平成26年
  ４月１日
至 平成26年
  12月31日

自 平成25年
  ４月１日
至 平成26年
  ３月31日

売上高 （百万円） 520,497 534,979 689,477

経常利益 （百万円） 35,941 33,421 45,847

四半期（当期）純利益 （百万円） 22,333 18,357 26,214

四半期包括利益または包括利益 （百万円） 41,057 42,557 40,628

純資産額 （百万円） 305,481 334,379 300,279

総資産額 （百万円） 535,087 598,811 541,877

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 172.56 141.82 202.54

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 172.54 － 202.53

自己資本比率 （％） 53.2 51.9 51.6

 

回次
第91期

第３四半期連結
会計期間

第92期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自 平成25年
　 10月１日
至 平成25年
　 12月31日

自 平成26年
　 10月１日
至 平成26年
　 12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 68.86 61.64

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

していません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．第92期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果

を有している潜在株式が存在しないため記載していません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。なお、主要な関係会社につきましては、自動車部品事業において第２四半期連結会計期間

より、豊田合成イラプアトメキシコ㈱を設立し連結の範囲に含めたため、１社増加しました。

なお、自動車部品事業において第１四半期連結会計期間より、豊田合成メテオール㈲を連結の範囲に含めていま

す。また、同社はMeteor Gummiwerke K. H. Baedje GmbH & Co, KGから資産を譲り受けており、それに伴いメテオー

ルシーリングシステム㈲を連結の範囲に、エルエムアイカスタムミキシング㈲を持分法適用の範囲に含めています。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生はありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につきましても、重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期の当社グループの売上高は、為替の影響や豊田合成メテオール㈲の新規連結により、5,349億円

（前年同四半期比 2.8％増）と増収となりました。

利益につきましては、合理化努力や為替変動等の増益要因がありましたが、自動車部品事業での国内およびタイ

の自動車生産台数の減少や新興国の製品構成悪化等により、営業利益は 296億円（前年同四半期比 10.6％減）、

経常利益は 334億円（前年同四半期比 7.0％減）、四半期純利益は 183億円（前年同四半期比 17.8％減）と減益

となりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

①自動車部品事業

国内の消費税増税後の需要減少やタイでの自動車生産台数の減少がありましたものの、米州での自動車販売

が堅調に推移したことや豊田合成メテオール㈲を新規連結したこと等により、売上高は 4,944億円（前年同四

半期比 6.5％増）となりました。利益につきましては、新興国での製品構成悪化や米州の新拠点での操業準備

費用等により、セグメント利益は 280億円（前年同四半期比 10.4％減）となりました。

②オプトエレクトロニクス事業

タブレット向けＬＥＤのモデル切換に伴う販売減少等により、売上高は 320億円（前年同四半期比 23.8％

減）となり、セグメント利益は 11億円（前年同四半期比 31.2％減）となりました。

③その他の事業

携帯電話筐体の販売減少等により、売上高は 84億円（前年同四半期比 39.6％減）となりましたが、歩留り

向上等の原価改善により、セグメント利益は ４億円（前年同四半期比 182.5％増）となりました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の金額は 220億円です。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況について重要な変更はありま

せん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月12日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 130,010,011 130,010,011

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 130,010,011 130,010,011 － －

（注）提出日現在発行数には、平成27年２月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれていません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
- 130,010 - 28,027 - 29,723

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 615,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 129,346,300 1,293,463 －

単元未満株式 普通株式　　　 48,611 －
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 130,010,011 － －

総株主の議決権 － 1,293,463 －

（注）「株式数」の「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が 100株含ま

れています。また、「議決権の数」欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれてい

ます。

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

豊田合成株式会社
愛知県清須市春日

長畑１番地
550,800 － 550,800 0.42

株式会社中勢ゴム
三重県津市安濃町

内多400番地
64,300 － 64,300 0.04

計 － 615,100  615,100 0.47

（注）豊田合成株式会社の当第３四半期会計期間末日現在の「所有株式数の合計」は 550,800株です。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 91,233 81,437

受取手形及び売掛金 114,821 118,027

有価証券 1,131 1,862

商品及び製品 16,948 19,290

仕掛品 8,410 10,583

原材料及び貯蔵品 23,224 30,049

繰延税金資産 4,513 4,100

その他 19,046 21,839

貸倒引当金 △48 △122

流動資産合計 279,281 287,069

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 70,511 79,248

機械装置及び運搬具（純額） 74,933 85,730

工具、器具及び備品（純額） 20,617 26,989

土地 23,821 24,847

建設仮勘定 20,329 30,377

有形固定資産合計 210,214 247,193

無形固定資産 2,291 2,884

投資その他の資産   

投資有価証券 37,444 45,720

退職給付に係る資産 65 6,838

繰延税金資産 9,236 5,728

その他 3,437 3,550

貸倒引当金 △93 △173

投資その他の資産合計 50,090 61,663

固定資産合計 262,596 311,741

資産合計 541,877 598,811
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 75,928 89,117

短期借入金 22,665 35,414

1年内返済予定の長期借入金 16,403 1,574

未払費用 28,208 25,874

未払法人税等 6,404 1,047

役員賞与引当金 174 135

製品保証引当金 768 802

従業員預り金 4,496 4,745

その他 13,085 18,053

流動負債合計 168,136 176,765

固定負債   

長期借入金 31,138 41,929

繰延税金負債 3,686 4,290

退職給付に係る負債 33,633 30,149

その他 5,003 11,296

固定負債合計 73,462 87,666

負債合計 241,598 264,431

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,027 28,027

資本剰余金 29,882 29,882

利益剰余金 219,142 229,784

自己株式 △1,212 △1,212

株主資本合計 275,840 286,481

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,611 11,618

為替換算調整勘定 △43 16,793

退職給付に係る調整累計額 △4,618 △4,170

その他の包括利益累計額合計 3,949 24,242

新株予約権 128 －

少数株主持分 20,359 23,655

純資産合計 300,279 334,379

負債純資産合計 541,877 598,811

 

EDINET提出書類

豊田合成株式会社(E01108)

四半期報告書

 8/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 520,497 534,979

売上原価 451,229 466,455

売上総利益 69,268 68,523

販売費及び一般管理費 36,166 38,915

営業利益 33,101 29,608

営業外収益   

受取利息 566 482

受取配当金 452 574

持分法による投資利益 341 837

為替差益 1,820 3,073

補助金収入 730 658

固定資産売却益 66 30

その他 1,468 1,017

営業外収益合計 5,446 6,673

営業外費用   

支払利息 760 1,038

固定資産除売却損 526 418

その他 1,319 1,402

営業外費用合計 2,606 2,859

経常利益 35,941 33,421

特別利益   

退職給付制度改定益 － 539

負ののれん発生益 － 320

新株予約権戻入益 283 128

特別利益合計 283 988

特別損失   

投資有価証券評価損 25 －

独禁法関連損失 － 2,845

その他 3 －

特別損失合計 29 2,845

税金等調整前四半期純利益 36,195 31,564

法人税、住民税及び事業税 10,368 8,962

法人税等調整額 988 2,333

法人税等合計 11,357 11,295

少数株主損益調整前四半期純利益 24,838 20,269

少数株主利益 2,504 1,911

四半期純利益 22,333 18,357
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 24,838 20,269

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,792 3,001

為替換算調整勘定 13,185 18,355

退職給付に係る調整額 － 442

持分法適用会社に対する持分相当額 241 489

その他の包括利益合計 16,219 22,288

四半期包括利益 41,057 42,557

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 37,301 38,691

少数株主に係る四半期包括利益 3,755 3,866
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、豊田合成メテオール㈲を連結の範囲に含めています。なお同社はMeteor

Gummiwerke K. H. Baedje GmbH & Co, KGから資産を譲り受けており、それに伴いメテオールシーリングシス

テム㈲を連結の範囲に含めています。

また、第２四半期連結会計期間より、豊田合成イラプアトメキシコ㈱を連結の範囲に含めています。

（2）持分法適用の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、Meteor Gummiwerke K. H. Baedje GmbH & Co, KGからの資産譲り受けに伴

い、エルエムアイカスタムミキシング㈲を持分法適用の範囲に含めています。

（3）連結子会社の決算日の変更

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった㈱ＴＧイノアックインドネシアは、同日現在の財務諸

表を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っていましたが、第１四半期連

結会計期間より決算日を３月31日に変更しています。

この決算期変更により平成26年１月１日から平成26年３月31日までの損益は、利益剰余金の増減として調

整しています。

 

（会計方針の変更等）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用しています。これにより、退職給付債務および勤務費用の

計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の算定

方法を変更しています。

　これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（退職給付制度の変更）

当社および一部の連結子会社は、平成26年４月１日に確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度へ

移行したことにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成

14年１月31日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給付制度の一部終了の処理を行いま

した。

　これに伴い、第３四半期連結累計期間の特別利益として 539百万円を計上しています。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

国庫補助金による圧縮記帳累計額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

建物及び構築物 103百万円 103百万円

機械装置及び運搬具 1,317百万円 1,317百万円

工具、器具及び備品 7百万円 7百万円

計 1,427百万円 1,427百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、次のとおり

です。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 28,712百万円 28,503百万円

のれんの償却費 34百万円 57百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月19日

定時株主総会
普通株式 3,364 26

平成25年

３月31日

平成25年

６月20日
利益剰余金

平成25年10月31日

取締役会
普通株式 3,365 26

平成25年

９月30日

平成25年

11月26日
利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成25年６月20日付で平成25年３月31日を基準日とする剰余金の配当を行いました。また、平成25年11月

26日付で平成25年９月30日を基準日とする剰余金の配当を行いました。この結果、前第３四半期連結累計期間におい

て利益剰余金が 6,730百万円減少しています。

これにより、前第３四半期連結会計期間末における利益剰余金は 215,261百万円となっています。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日

定時株主総会
普通株式 3,883 30

平成26年

３月31日

平成26年

６月20日
利益剰余金

平成26年10月31日

取締役会
普通株式 3,624 28

平成26年

９月30日

平成26年

11月26日
利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成26年６月20日付で平成26年３月31日を基準日とする剰余金の配当を行いました。また、平成26年11月

26日付で平成26年９月30日を基準日とする剰余金の配当を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間におい

て利益剰余金が 7,508百万円減少しています。

これにより、当第３四半期連結会計期間末における利益剰余金は 229,784百万円となっています。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

計 調整額
四半期連結損益

計算書計上額 
自動車部品

事業

オプトエレクト

ロニクス事業
その他の事業

売上高       

外部顧客への売上高 464,370 42,086 14,040 520,497 － 520,497

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ 11 16 28 △28 －

計 464,370 42,098 14,056 520,525 △28 520,497

セグメント利益 31,243 1,704 153 33,101 － 33,101

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

計 調整額
四半期連結損益

計算書計上額 
自動車部品

事業

オプトエレクト

ロニクス事業
その他の事業

売上高       

外部顧客への売上高 494,439 32,063 8,476 534,979 － 534,979

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ 6 15 22 △22 －

計 494,439 32,070 8,492 535,001 △22 534,979

セグメント利益 28,000 1,173 434 29,608 － 29,608

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎

は次のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 172円56銭 141円82銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 22,333 18,357

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 22,333 18,357

普通株式の期中平均株式数（千株） 129,426 129,437

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 172円54銭 －

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 11 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変更が

あったものの概要

－ －

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式は存在しないため記載していません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりです。

　（イ）決議年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年10月31日

　（ロ）中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　3,624百万円

　（ハ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28円

　（二）支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　　　平成26年11月26日

　　　（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払を行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月12日

豊田合成株式会社

取締役会 御中

 

あらた監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西川 浩司

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中嶋 康博

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている豊田合成株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、豊田合成株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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